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実
学
主
義
の
伝
統
を
継
承
し

「
総
合
農
学
」
を
追
求

１
８
９
１
年
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
活

躍
し
た
英
傑
・
榎
本
武
揚
が
設
立
し
た
徳

川
育
英
会
育
英
黌
農
業
科
を
ル
ー
ツ
と
す

る
東
京
農
業
大
学
。
１
３
０
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
今
日
で
は
農
学
の
幅
広
い

学
び
を
カ
バ
ー
す
る
６
学
部
23
学
科
を
整
備
。
食
料
か

ら
環
境
、
生
命
、
健
康
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
域
再
生
ま

で
、
多
彩
な
学
び
か
ら
自
分
の
興
味
と
関
心
に
合
っ
た

学
問
分
野
に
打
ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
、
日
本
最
大
の

農
学
・
生
命
科
学
系
大
学
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
環
境
変
化
は
、

世
界
各
国
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
促
し
、

そ
の
た
め
の
資
源
獲
得
競
争
も
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
近
年
で
は
「
物
を
食
べ
る
」「
服

を
着
る
」「
住
居
を
確
保
す
る
」
と
い
っ
た
日
常
生
活
、

特
に
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
「
弱
者
」
の
生
活
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
点
が
問
題
だ
と
江
口
文
陽
学
長
は
指
摘

し
ま
す
。

　
「
今
後
は
資
源
・
農
業
的
な
面
で
の
食
料
安
全
保
障

が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
本
学
を
は
じ
め
と
す
る

農
学
系
・
環
境
系
の
大
学
は
、
資
源
や
環
境
の
問
題
に

取
り
組
む
た
め
の
学
問
的
知
識
や
考
え
方
を
養
う
の
に

加
え
、
人
間
と
し
て
の
『
心
』
を
育
む
よ
う
な
人
材
育

成
が
絶
対
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

学
際
的
な
「
農
学
」
の
学
び
で

幅
広
い
視
野
や
人
間
力
を
伸
ば
す

身
近
な
自
然
環
境
か
ら
地
球
規
模
の
環
境
問

題
ま
で
、
幅
広
い
視
野
で
考
え
ら
れ
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
東
京
農
業
大
学

が
重
視
し
て
い
る
の
が
「
総
合
農
学
」
の
考
え
方
で
す
。

　

例
え
ば
、
植
物
の
生
育
を
支
え
る
土
づ
く
り
一
つ
を

取
っ
て
も
、
使
用
す
る
肥
料
、
水
は
け
に
つ
な
が
る
礫

（
れ
き
）
の
物
理
的
な
構
造
、
日
照
条
件
や
気
温
な
ど

に
よ
っ
て
結
果
に
は
大
き
な
違
い
が
生
じ
ま
す
。
こ
う

し
た
学
際
領
域
で
の
学
び
か
ら
は
、
物
事
を
総
合
的
に

捉
え
る
た
め
の
「
人
間
力
」
も
養
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
農
業
大
学
は
充
実
し
た
教
育
研
究
基
盤
の
も
と
、

先
端
的
な
研
究
と
特
色
あ
る
学
び
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

学
部
・
学
科
の
垣
根
を
越
え
た
研
究
交
流
も
盛
ん
で
、

ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
「
単
位
面
積
あ
た
り
の
収
穫
量
」

を
増
や
す
た
め
の
新
た
な
生
産
技
術
や
、
食
品
の
安
全

性
を
保
証
す
る
た
め
の
研
究
な
ど
は
特
に
注
力
し
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
森
林
環
境
保
全
や
、

地
域
防
災
の
問
題
に
対
し
て
も
農
学
の
視
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
。
人
々
が
豊
か
に
、
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す

た
め
の
研
究
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
「
実
学
」
を
学
ぶ
た
め
の
環
境
整
備
を

重
視
。
四
季
に
よ
る
植
生
や
虫
な
ど
の
変
化
を
学
生
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
「
農
あ
る
風
景
の
キ
ャ
ン
パ
ス
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
森
や
水
田
を
設
け
、
生

活
の
近
く
に
植
物
が
あ
る
こ
と
を
都
心
で
も
実
体
験
で

き
る
環
境
を
創
出
。
講
義
棟
の
隣
に
温
室
を
つ
く
っ
た

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
生
産
現
場
か
ら
食
卓
ま
で
の

作
物
の
流
れ
を
考
え
ら
れ
る
環
境
を
、
北
海
道
オ
ホ
ー

ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
周
囲
の
大
自
然
や
大
規
模
農
地

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
そ
れ
ぞ
れ
整
備
。

日
本
各
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
施
設
と
あ
わ
せ
、
農
学
を

「
実
学
」
と
し
て
学
ぶ
た
め
の
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

総
合
農
学
に
Ｉ
Ｔ
を
組
み
合
わ
せ

持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
を
追
究

 

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
や
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
が
進
む
中
、

農
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
の
融
合
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
で
は
２
０
２
３
年
度
か

ら
、
全
学
部
生
が
履
修
で
き
る
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
設
。
最
先
端

の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
を
行
う
東
京
情
報
大

学
と
連
携
し
、
農
学
と
情
報
科
学
を
組
み
合
わ
せ
た
教

育
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
研
究
拠

点
「N

O
D
A
I S
cience P

ort

（1）

」
を
開
設
し
ま
し
た
。

現
在
、
研
究
室
に
所
属
す
る
３
・
４
年
生
や
大
学
院
生

約
４
０
０
０
人
が
集
い
、
多
様
な
分
野
で
研
究
に
取
り

組
み
な
が
ら
知
識
や
ア
イ
デ
ア
を
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

食
料
問
題
や
環
境
問
題
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
課
題

に
向
き
合
う
た
め
、
国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
２
０
０
１
年
か
ら
は
「
食
と
農
と
環
境
を
考
え
る

世
界
学
生
サ
ミ
ッ
ト
（2）

」
を
毎
年
開
催
し
、
世
界
各
国

の
学
生
や
教
員
が
食
料
・
農
業
・
環
境
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
ま
す
。
44
の
協
定
大
学
と
の
交
換
留
学
や
ダ
ブ

ル
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
を
活
用
し
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

な
ど
で
幅
広
く
農
業
を
学
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
と
包
括
連
携
を
開
始
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客
室
乗
務
員
、
物
流
や
気
象
の
専
門
家

を
招
い
た
授
業
を
２
０
２
６
年
か
ら
実
施
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
や
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
理
解
を
深
め

る
機
会
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

起
業
家
教
育
で
地
域
を
活
性
化

農
業
と
金
融
に
強
い
人
材
を
育
成

幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
人
間
力
を
備
え
、
困

難
に
直
面
し
て
も
自
ら
考
え
、
乗
り
越
え

て
い
け
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
東
京
農

業
大
学
。
全
学
生
に
卒
業
論
文
を
必
須
と
し
て
い
る
の

は
、
数
的
・
統
計
的
な
処
理
・
解
析
能
力
を
養
う
だ
け

で
な
く
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
課
題
を
設
定
し
、

計
画
を
立
て
、
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
「
探
究
学
習
」

と
し
て
の
側
面
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
う
し

た
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
、
高
大
連
携
を
推
進
し
、
高

校
で
の
探
究
活
動
の
支
援
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
の
社
会
的
役
割
の
一
つ
で
あ
る
社
会
連

携
や
地
方
創
生
へ
の
貢
献
を
見
据
え
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
（
起
業
家
）
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
起
業
家
的
な
考
え
方
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
、
大

手
企
業
の
総
合
職
と
し
て
地
方
勤
務
に
就
い
た
際
に
も

『
ど
う
す
れ
ば
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が
る
か
』
と
い
っ

た
思
考
を
す
ぐ
に
展
開
で
き
ま
す
。
ま
た
、
日
本
が
強

い
農
業
大
国
と
な
る
た
め
に
は
、
金
融
の
世
界
を
知
る

人
材
が
必
要
で
す
。
起
業
や
経
営
を
含
む
幅
広
い
教
育

研
究
を
行
う
こ
と
で
、
盤
石
な
生
産
体
制
の
構
築
や
地

域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

と
語
る
江
口
学
長
。
食
料
自
給
率
の
向
上
や
地
域
活

性
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
収
益
を
生
み
出
す
新
し

い
農
業
モ
デ
ル
の
構
築
が
不
可
欠
で
す
。
市
場
が
世
界

へ
と
広
が
る
現
在
、
為
替
や
金
融
に
関
す
る
知
識
も
重

要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
農
業
の
企
業
経
営
化
が
進
む

中
、
農
業
の
現
場
を
理
解
し
な
が
ら
経
営
や
金
融
の
知

見
も
備
え
た
人
材
は
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
高
校
の
探
究
学
習
の
よ
う
に
『
大
学
を
探
究
す
る
』

こ
と
で
、
自
分
が
輝
く
存
在
に
な
れ
る
大
学
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
教
育
や
研
究
だ
け
で
な
く
、
大
学
時
代
に

し
か
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
芸
術
の
面
か
ら
選

択
し
て
も
い
い
の
で
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
20
代
の
う

ち
に
や
り
た
い
こ
と
へ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
江

口
学
長
は
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

（1） NODAI Science Port
　（農大サイエンスポート）
　世田谷キャンパスの４学部15学科
83研究室が集う、東京23区内最大
級の教育研究施設。大学が保有する杉
を建材に活用し、学生は自ら育てた木
がどのような加工を経て建材になるの
かを、実学主義に基づき学ぶことがで
きる。エリア一帯はキャンパスの象徴
的空間である「農大の森」に隣接し、
森に向かった窓や素材感など、大地と
の一体感を強調するデザインが採用さ
れている。

東京農業大学
〒156-8502　東京都世田谷区桜丘1-1-1
入学センター　TEL 03-5477-2226
https://www.nodai.ac.jp/

江
え ぐ ち ふ み お

口文陽学長
1993年東京農業大学大学院農学研究
科博士後期課程修了。博士（林学）。専門
は林産化学、きのこ学。2021年より現職。
日本木材学会賞、森喜作賞など受賞。

環境・食料問題で最注目の「総合農学」
ＤＸやＧＸなど先端領域もカバーし、
イノベーションを起こせる人材を育成

Tokyo University of Agriculture

東京農業大学

　地球環境問題をはじめ、ウクライナや中東の戦禍のような国際問題でさえ
も、家庭の食卓に甚大な影響を及ぼしています。こうした危機感が募る中、
最先端の学問領域として注目を集めているのが「農学」です。
　日本最大の農学・生命科学系大学である東京農業大学は、自然科学系およ
び社会科学系の6学部23学科からなる幅広い学問領域を基盤に、人々の豊か
な生活を支える「総合農学」を展開。食料から環境、生命、健康、エネルギー、
地域再生まで、多様な学問分野に打ち込める大学として注目を集めています。
ＤＸやＧＸなどの先端領域までをカバーし、イノベーションを起こせる人材
育成を推進する同大の教育・研究をご紹介します。

大学HP

SU
MMARY

（2） 食と農と環境を考える
　世界学生サミット
　2001年に創立110周年を記念し
てスタート。海外協定校、外国人留学
生および日本人学生が一堂に会し、世
界の食料・環境問題を考え、人類の持
続的発展と青年自らの役割について協
議する場として毎年開催している。

多様な農学・生命科学の分野をカバーする3キャンパスPICK UP

厚木キャンパス
北海道オホーツク
キャンパス世田谷キャンパス
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